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大 読 推阪 書 進会
大阪こども 本の帯創作コンクール

協賛出版社は15社に
課題図書決定2023年度　課題図書一覧

 

森
く
ま
堂（
作
）

Ｂ
Ｌ
出
版　

税
込
１
６
５
０
円

小
坂
康
之（
作
）

小
学
館　

税
込
１
６
５
０
円

次
良
丸
忍（
作
）

金
の
星
社　

税
込
１
６
５
０
円

有
田
奈
央（
作
）

新
日
本
出
版
社　

税
込
１
６
５
０
円

仁
科
幸
子（
作
）

あ
す
な
ろ
書
房　

税
込
１
４
３
０
円

染
谷
果
子（
作
）

小
峰
書
店　

税
込
１
４
３
０
円

●
カ
ッ
パ
ー
ノ

●
宇
宙
食
に
な
っ
た
サ
バ
缶

●
ば
ー
ち
ゃ
る

●
さ
ん
す
う
え
ほ
ん

　
ワ
ニ
の
た
ま
ご
や
さ
ん

●�

お
な
か
を
す
か
せ
た
ド
ラ

ゴ
ン
と
た
め
い
き
ゼ
リ
ー

●
あ
や
し
の
保
健
室

　
①
あ
な
た
の
心
く
だ
さ
い
ま
し

 

岡
田
よ
し
た
か（
作
）

ひ
か
り
の
く
に　

税
込
１
４
０
８
円

 

村
上
康
成（
作
）

徳
間
書
店　

税
込
１
８
７
０
円

真
山
み
な
子（
作
）

金
の
星
社　

税
込
１
４
３
０
円

カ
ー
メ
ン
・
ア
グ
ラ
・
デ
ィ
ー
デ
ィ（
作
）

Ｂ
Ｌ
出
版　

税
込
１
７
６
０
円

●
す
す
め
！
か
い
て
ん
ず
し

●
黄
色
い
竜

●
と
も
だ
ち
は

　
し
お
り
の
こ
ぶ
た

●�
黄
色
い
星
　
ユ
ダ
ヤ
人
を
守
っ
た
国
王

と
デ
ン
マ
ー
ク
の
人
た
ち
の
物
語

 

中
川
素
子（
作
）

鈴
木
出
版　

税
込
１
６
５
０
円

と
い
よ
し
ひ
こ（
作
）

出
版
ワ
ー
ク
ス　

税
込
１
７
６
０
円

 

由
美
村
嬉
（々
作
）

ア
リ
ス
館　

税
込
１
５
４
０
円

●
ば
い
ば
い
コ
ロ
ナ

●
ぼ
く
ら
の
ひ
み
つ
き
ち

●
バ
ス
が
来
ま
し
た
よ

い
ち
か
わ
け
い
こ（
作
）

ア
リ
ス
館　

税
込
１
５
４
０
円

●
海
を
わ
た
る
動
物
園

 

ア
ビ
ー
・
ロ
ン
グ
ス
タ
ッ
フ（
作
）

ほ
る
ぷ
出
版　

税
込
１
５
４
０
円

●
ひ
み
つ
の
地
下
図
書
館
①

　
ク
モ
の
巣
で
大
さ
わ
ぎ
?!

樫
崎
茜（
作
）

く
も
ん
出
版　

税
込
１
５
４
０
円

富
安
陽
子（
作
）

理
論
社　

税
込
１
４
３
０
円

●
手
で
見
る
ぼ
く
の
世
界
は

●
妖
怪
一
家
九
十
九
さ
ん

　
妖
怪
一
家
の
時
間
旅
行

低学年（１・２年生） 中学年（３・４年生） 高学年（５・６年生）

読書推進委員会の報告

　

今
年
の
「
帯
コ
ン
」
の
課
題
図

書
の
販
売
と
陳
列
コ
ン
ク
ー
ル
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
又
、

店
頭
で
個
人
応
募
の
申
し
込
み
が

あ
れ
ば
、
事
務
局
ま
で
連
絡
し
て

下
さ
い
。

　

書
店
に
と
っ
て
、
読
書
推
進
事

業
は
、
将
来
の
読
者
、
お
客
様
を

育
て
る
、
市
場
を
育
て
る
、
息
の

長
い
事
業
で
す
。
す
ぐ
に
は
成
果

の
見
え
な
い
、
長
い
ス
パ
ン
の
事

業
で
す
。
大
阪
発
の
読
書
推
進
運

動
を
、
是
非
と
も
安
定
し
て
継
続

し
て
行
け
る
様
、
ご
支
援
を
お
願

い
致
し
ま
す
。
本
の
販
売
を
と
お

し
て
地
域
の
人
々
の
知
的
活
動
の

お
手
伝
い
を
し
て
い
る
、
と
い
う

社
会
責
任
と
自
負
を
持
っ
て
活
動

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご

協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

副
理
事
長

読
書
推
進
委
員
会

�

委
員
長
　
虎
谷
健
司

に
加
え
て
、
八
尾
市
や
大
阪
市
平

野
区
で
も
独
自
に
読
書
ノ
ー
ト
を

作
成
さ
れ
、
小
学
校
に
配
布
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

「
帯
コ
ン
」
の
事
業
は
、
２
０

０
５
年
に
ス
タ
ー
ト
し
て
19
回
目

に
な
り
ま
す
。
今
年
の
表
彰
式
、

展
示
会
場
は
11
月
11
日
（
土
）、

大
阪
府
立
中
央
図
書
館
ラ
イ
テ
ィ

ホ
ー
ル
で
開
催
の
予
定
で
す
。

　

毎
年
、
１
万
以
上
の
応
募
作
品

が
集
ま
り
ま
す
。
昨
年
の
参
加
校

数
は
３
０
９
校
で
し
た
。
朝
日
新

聞
社
の
協
力
で
、
近
年
他
府
県
か

ら
の
応
募
も
増
え
て
き
ま
し
た
。

全
国
的
な
広
が
り
を
期
待
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
又
、
地
域
版

の
展
示
会
を
大
阪
市
、
堺
市
、
茨

木
市
で
実
施
、
府
下
全
域
版
を
大

阪
府
立
中
央
図
書
館
で
も
開
催
し

ま
し
た
。
そ
れ
以
外
の
地
域
で

も
、
作
品
パ
ネ
ル
の
有
効
活
用
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

日
頃
は
、
読
書
推
進
運
動
に
ご

協
力
下
さ
い
ま
し
て
有
難
う
ご
ざ

い
ま
す
。
出
版
社
、
取
次
、
書
店

等
の
業
界
の
皆
様
と
、
朝
日
新
聞

大
阪
本
社
様
と
協
力
し
て
、
事
業

を
展
開
し
て
い
ま
す
。
お
か
げ
さ

ま
で
、「
本
の
帯
創
作
コ
ン
ク
ー

ル
」、
と
「
読
書
ノ
ー
ト
」
の
２

つ
の
事
業
は
、
今
年
で
19
年
目
を

迎
え
ま
し
た
。

　

読
書
ノ
ー
ト
運
動
は
、
２
０
０

４
年
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
読
書

ノ
ー
ト
を
毎
年
５
万
冊
作
製
し

て
、
大
阪
府
内
の
申
込
が
あ
っ
た

小
学
校
に
配
布
し
て
い
ま
す
。
年

２
回
、
春
と
秋
に
、
本
を
１
０
０

冊
読
ん
だ
小
学
１
～
４
年
生
の
名

前
が
朝
日
新
聞
デ
ジ
タ
ル
版
、
50

冊
読
ん
だ
５
・
６
年
生
の
名
前
が

朝
日
新
聞
大
阪
版
に
掲
載
さ
れ
ま

す
。

　

各
地
で
こ
の
運
動
が
広
が
っ
て

き
ま
し
た
。
堺
市
や
河
内
長
野
市

2023 第19回

賞　名 部　門

大阪府知事賞 高・中・低・
自由

朝日新聞社賞 高・中・低・
自由

大阪出版協会賞 高・中・低・
自由

大阪国際児童文学
振興財団賞

高・中・低・
自由

大阪府書店商業組合賞 高・中・低・
自由

各自治体賞（該当作品のみ） 高・中・低・
自由

課
題
図
書

出
版
社
賞

あすなろ書房賞

各１点アリス館賞

Gakken賞

賞　名 部　門

協　力
会社賞

東京書籍賞

各１点
ベルマーク財団賞

朝日小学生新聞賞

朝日新聞社地方総局長賞�
（地方総局毎に）

賞　名 部　門

課
題
図
書
出
版
社
賞

金の星社賞

各１点

くもん出版賞

小峰書店賞

出版ワークス

小学館賞

新日本出版社賞

鈴木出版賞

徳間書店賞

BL出版賞

ひかりのくに賞

ほるぷ出版賞

理論社賞

本年度　本の帯創作コンクール表彰予定賞
子
ど
も
た
ち
の

読
書
の
意
義
が
変
わ
っ
た

コ
ロ
ナ
禍
の
３
年
間

　

司
会
を
大
阪
組
合
副
理
事

長
で
大
阪
読
書
推
進
実
行
副

委
員
長
の
堀
博
明
（
堀
廣
旭

堂
）
が
行
い
、
大
阪
組
合
副

理
事
長
の
戸
和
繁
晴
大
阪
読

書
推
進
会
実
行
委
員
長
（
ト

ー
ワ
ブ
ッ
ク
ス
）
が
開
会
の

挨
拶
を
し
た
。

　

大
阪
読
書
推
進
会
の
宮
川

健
郎
会
長
（
大
阪
国
際
児
童

文
学
振
興
財
団
理
事
長
）
か

ら
「
私
自
身
は
学
生
時
代
か

ら
子
ど
も
の
文
学
を
勉
強
し

て
き
た
児
童
文
学
者
で
す
。

　

帯
コ
ン
は
19
年
と
い
う
こ

と
で
す
が
、
大
阪
国
際
児
童

文
学
財
団
の
理
事
長
を
９
年

前
に
引
き
受
け
た
翌
年
か
ら

読
書
推
進
会
の
会
長
を
引
き

受
け
て
い
ま
す
。

　

マ
ン
ネ
リ
と
い
う
議
論
が

あ
り
ま
す
が
、
子
ど
も
は
毎

年
新
し
く
な
っ
て
い
く
の

で
、
子
ど
も
の
力
を
上
手
に

借
り
て
い
く
の
で
良
い
の
か

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
マ
ン

ネ
リ
と
い
う
の
は
主
催
者
側

の
気
持
ち
か
な
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
が
落
ち
着
い
て
き

て
、
段
階
的
に
生
活
が
戻
っ

て
き
ま
し
た
。
３
年
の
コ
ロ

ナ
禍
で
仕
事
の
仕
方
や
会
議

の
持
ち
方
と
か
、
子
ど
も
た

ち
が
家
で
過
ご
す
時
間
が
長

か
っ
た
の
で
、
子
ど
も
た
ち

の
読
書
の
意
義
が
長
か
っ
た

中
で
、
読
書
の
意
義
は
少
し

変
わ
っ
て
き
た
。
子
ど
も
の

読
書
の
見
直
さ
れ
る
時
間
が

こ
の
３
年
で
も
あ
っ
た
気
が

す
る
。
少
し
落
ち
着
い
た
帯

コ
ン
に
な
り
ま
す
が
、
子
ど

も
た
ち
の
読
書
の
あ
り
方

が
、
周
り
の
大
人
た
ち
や
先

生
方
を
も
含
め
て
、
何
ら
か

現
れ
る
の
か
と
い
う
こ
と
を

少
し
注
目
し
て
今
回
臨
み
た

い
と
思
い
ま
す
」
と
挨
拶
。

　

朝
日
新
聞
大
阪
本
社
北
澤

卓
也
総
局
長
続
い
て
大
阪
出

版
協
会
矢
部
敬
一
理
事
長

（
創
元
社
）
か
ら
の
挨
拶
の

後
、
出
席
者
全
員
の
自
己
紹

介
を
し
た
。

　

事
業
報
告
・
事
業
計
画
・

会
計
報
告
・
収
支
予
算
案
を

実
行
副
委
員
長
虎
谷
健
司

（
虎
谷
誠
々
堂
書
店
）
か
ら

発
表
が
あ
り
、
審
議
し
承
認

さ
れ
た
。

　

閉
会
の
辞
を
日
本
書
籍
出

版
協
会
岡
本
功
大
阪
支
部
長

（
ひ
か
り
の
く
に
）
が
述

べ
、
無
事
終
了
し
た
。

　
大
阪
読
書
推
進
会
は
総
会
を
６
月
21
日
朝
日
新
聞
大
阪
本
社
12
階
ア
サ
コ
ム
ホ
ー
ル
に
て

開
催
、
共
催
社
の
朝
日
新
聞
大
阪
本
社
、
大
阪
出
版
協
会
、
在
阪
取
次
、
書
店
を
合
わ
せ
て

19
名
が
出
席
し
た
。

挨拶する宮川健郎会長

大
阪
読
書
推
進
会
総
会
開
催

島
村
木
綿
子（
作
）

Ｇ
ａ
ｋ
ｋ
ｅ
ｎ　

税
込
１
５
４
０
円

●
カ
ス
テ
ラ
ア
パ
ー
ト
の

　
ざ
ら
め
さ
ん

昨年の大阪府知事賞作品

ねえ、きいてみて！みんなそれぞれちがうから

鬼ばばの島

縄文の狼


